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No.1  物のとけ方(1) その 1                （千葉日本大学第一中学校 改） 

ほう和とはおなかがいっぱい（満腹）という意味です。 

        ↓ 

 ほう和した水溶液（ほう和水溶液）とは， 100gの水にできるだけ多く溶か 

 した水溶液のことで，温度によってちがいます。 

 

   

 

 

 

 

   

 

 

 

(1) グラフで，100℃のときを見るとＡもＢも 100gの水に 40gとけます。 

これを約 25℃まで冷やすと， 

 Ａは約 35g ，Ｂは約 5gとけますから 

 結晶としてとり出される（下に沈む）量は 

   40 - 35 = 5 g ・・Ａ 

   40 - 5 = 35 g・・Ｂ 

 

したがって，とり出しやすい物質 

はＢです。 
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食塩 

ホウ酸 

40g 

 



 

 

物のとけ方(1) その 2                 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) グラフは水 100gにとける物質の量を表しています。 

    水が 
1

2
 になれば とける量も

1

2
 です。 

   100℃のとき Bは 100gの水に 40gとける 

              ↓ 

          50gの水に 20gとける 

              

      

 

 60℃のときの Bを見ます。 

 グラフより，15gとけることがわかります。 

      濃さ（％）＝
部分

全体
 x 100 

                 ↓ 

     

             ↓ 

   したがって，濃さは  
15

115
 x 100 = 1500÷115 = 13.04 → 13.0 % 

 

60℃のとき 50g の水に 3g とけていま

すから，あと 

  20 – 3 = 17g とける。 

 
17g 

 

B 

全体の重さ 

砂糖の重さ（部分） 
注意！ 

ここまで求める 

注意 

13.0％ 



 

 

 

 

 

 右の図のように，100℃のところに 15gの線をかき， 

それを左に寄せていきグラフとぶつかるときの温度が 

求める温度です。→ 60℃ 

           

           

 

 

 

 

 右の図でさらに 40℃までもってくると， 

とける量は約 8gです。 

 

 

 

 線の上にとび出るぶん（緑の部分）が とけきれなくなった結晶の量です。 

      15 – 8 = 約 7g  

  したがって，（イ）です。 

物のとけ方(1) その 3 

 

60℃ 

 

（イ） 


